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実現度調査の分析と改善策【全年次共通】

生 徒 72% -5%

保護者 77% -4%

教職員 82% -5%

生 徒 96% 1%

保護者 96% 0%

教職員 97% -3%

生 徒 85% -1%

保護者 80% -1%

教職員 81% 2%

生 徒 77% -4%

保護者 79% 0%

教職員 94% -1%

生 徒 99% 1%

保護者 98% 1%

教職員 100% 0%

生 徒 82% -3%

保護者 91% 0%

教職員 93% 4%

生 徒 80% -2%

保護者 87% -4%

教職員 99% -1%

生 徒 83% -1%

保護者 88% -3%

教職員 90% 0%

生 徒 83% 3%

保護者 83% 9%

教職員 91% 2%

生 徒 90% 0%

保護者 84% 0%

教職員 93% 6%

生 徒 89% -3%

保護者 91% -2%

教職員 88% -1%

生 徒 70% -4%

保護者 64% -4%

教職員 87% 0%

生 徒 80% 0%

保護者 88% -1%

教職員 90% -5%

⑬
学校生活は充実して
いる。

肯定的な意見が生徒８０％，保護者８８％，教員９０％といずれも高い
割合であった。日々，目標をもって学校生活を充実していることが伺え
る。ただ，教員側と生徒側とで１０％の認識のずれがあり，その分析を
することでさらに充実した高校生活を送ることができるものと考えられ
る。

8割以上が良好であると回答しているが，生徒の認識が保護者・教員より低くなっ
ているので，学校生活調査で現状分析を行い，生徒の考え，ニーズを把握する必
要があると考える。毎日の学校生活において，将来への目標を持たせることでよ
り充実するように支援する。

⑪
校舎やグラウンドな
どの施設や設備は整
備されている。

「よく出来ている」と「大体出来ている」を合わせて90.0％が肯定的
意見と受け取れる。昨年度との比較では肯定的な回答の割合が微減した
ものの，施設・設備の維持管理について一定の評価を受けていると考え
られる。創立当時最先端の施設設備でも，年数経過による施設設備の劣
化は否めない。また，トイレの改修についての要望が多く今後の改修等
について検討していく必要がある。

施設整備5カ年計画で優先的に整備していくものを検討し，計画的に施設設備の改
修を進めていきたい。また，40周年記念事業での整備項目を検討していく。

⑫
日頃からいじめの早
期発見に取り組んで
いる。

肯定的な回答の割合が，生徒70.2%，保護者64.0%，教職員86.5%と
いう結果であり，生徒と保護者の肯定的回答の割合が全体的に低くなっ
ている。また，生徒と教職員との認識差が16.3%，保護者と教職員との
認識差が22.5%と大きな開きが出ており，本校のいじめの早期発見への
取り組みがあまり認識されておらず，浸透していないことが伺える。
HP上における「利府高校いじめ防止基本方針」の掲載や，ＰＴＡ総
会・予備登校時，三者面談等での保護者への周知，集会やＨＲ等での生
徒への啓発に努めてきたが，これだけではまだ不十分であると考えられ
る。さらに踏み込んだ改善と対策が必要である。

いじめの未然防止・早期発見・早期解決への取り組みは，学校生活の指導上必要
不可欠なことであるという認識を教職員全体で共有し，教職員全員が多面的に生
徒の様子や状況を把握するよう徹底する。さらに，生徒指導部では，今年度から
学校生活調査（いじめアンケート）の回数を年４回に増やし改善を図ったつもり
であるが，さらに内容等の検討を重ね，追跡調査・情報共有を徹底し，早期解決
に取り組んでいきたい。

⑧

地域や伝統などに根
ざした特色ある学校
づくりに取り組んで
いる。

肯定的な回答の割合が，生徒83.0 %，保護者87.6%，教職員89.6%
という結果であり，昨年の回答と比較した際には，生徒-1％，保護者-
3％と微減はしたものの，概ね良好な数値となった。本校の地域連携の
取り組みは，新聞や県教育委のＨＰ「ハイスクール通信」を通じて情報
が伝達されており，特色ある取り組みが広く周知されているものと考え
る。

地域や伝統に根ざした取り組みは，「梨の花粉交配」や「スポーツ交流」，「十
符っこブラザーシップ」などがあげられるが，これらのボランティア活動や世代
をこえた交流を通じて得るものは多く，生徒達にとって大変意義深い行事となっ
ている。しかし，これらの行事に関われる生徒が一部の生徒に限られていること
から，今後より多くの生徒が経験できる場を設定することも必要と考える。

⑩

学校便りなどによっ
て，学校の情報は適
切 に 伝 え ら れ て い
る。

肯定的な回答の割合が，生徒90.0 %，保護者83.9%，教職員92.5%
という結果であり，生徒と保護者の回答率がほぼ同じで本年度も概ね良
好な数値となった。しかし，自由記述欄では中々保護者の手元に便りが
届かないなどの意見も少数ながらあった事から，本校の様々な情報をよ
り多くの方々に発信していけるよう取り組みたい。

本校の広報機関誌「燃えろ！利府高」や「進路便り」など，様々な便りを通じて
学校の情報を発信している。上記の便りを発行した際には，一斉メール配信シス
テムにおいて発行したことをお知らせしたり，本校のＨＰにも掲載し，自由に閲
覧できるようしている。今後も継続し実施していくとともに，生徒にも保護者の
手元にタイムリーに便りが届くよう，クラスなどを通じて粘り強く指導していき
たい。

⑨
災害・非常時の避難
方法や連絡方法は伝

えられている。

「よく出来ている」と「大体出来ている」を合わせた数値は，生徒８
３％，保護者８３％，教職員９１％になっている。昨年までより，数値
は向上している。しかし「あまり出来ていない」と評価する生徒・保護
者も約１５％になっている。災害時の避難や連絡方法について理解され
ていない面があると考えられる。地震や台風の影響を受けることが多く
なっており，災害時の登下校や避難方法について更に周知していけるよ
うに取り組んでいきたい。

学校での避難場所や避難経路については指導している。災害時の登下校について
は，予め保護者・生徒に周知しておく必要がある。災害時の連絡についてはメー
ル配信システムを活用しているので，登録するように案内を継続する。また，学
校のホームページに緊急掲示板があることを知らせておく。災害時における生徒
の学校待機や保護者への引き渡しについては調査している。災害時に活用できる
ように取り組んでいきたい。

⑥
生徒会活動は活発に
行われている。

肯定的な回答の割合が総計で86.6%という数値であり，前年度よりも
1.6%減少したが，ここ3年程で大きく肯定的な数値へと変化してきてい
る。生徒会執行部や各種委員会が責任感をもち，積極的に活動の機会を
増やしてきた成果であると考えられる。しかし一方で，外部への主体的
な発信や活動に関しては消極的な面も見られるため，対策と改善が必要
である。

生徒会行事や利府高祭の企画・運営，十符っ子ブラザーシップにおける地域的
リーダーとしての役割を生徒会執行部が積極的に務め，活動に取り組めるように
なってきた。今後は学校活性化のために，生徒が主体的に課題を解決し，行動で
きるような組織作りに努めるとともに，本校の活動を外部に発信できる機会や地
域の活動に積極的に参加する機会を増やし，地域の信頼を得られるよう努めてい
きたい。

⑦
有意義な学校行事が
ある。

肯定的な回答の割合が，生徒80.4%，保護者86.7%，教職員98.5%と
いう結果であり，生徒と教職員の認識差が18.1%と昨年度同様大きな開
きが出ている。毎年反省を踏まえながら実施してきてはいるが，なかな
かこの開きが縮小されていない。時間や天候等の制約を考慮しながら，
内容をできる限り見直していく必要がある。

新たな行事を増やしたり，行事の日数を延ばすことは現状では難しい。よって，
限られた時間と予算の中で，行事内容の充実を図ることが必要である。特に大き
な行事である利府高祭と体育大会等において，実行委員を筆頭に意見を集約し，
生徒が主体的に課題解決に取り組み，内容の充実を図る能力の育成に努めたい。
そのため，時間的な余裕をもって計画的に取り組めるような調整や春に実施する
リーダー研修会の内容の見直しを図り，早い時期から主体性を促す活動を行って
いく等の改善を検討する。

④

教員やカウンセラー
が必要な時に相談に
応じてくれる体制が
できている。

大多数が肯定的であるという認識であるが，教員と生徒・保護者の間で
若干の隔たりがある。それは，相談することに抵抗感を持っていると考
えられる。また，保護者は相談日時がよくわからないということも考え
られる。生徒の様子の変化を観察し，相談のタイミングを的確に捉えて
行く必要がある。

保健だよりやカウンセリング通信を通して，相談活動を身近に感じるように広報
活動を行う必要がある。相談件数及び相談人数は少ない方が望ましいが，悩みを
持っていても言い出せないケースが多く，潜在的に相談を希望する生徒や保護者
もいると思うので，普段から相談しやすい体制であるよう心がけたい。

⑤
部活動は活発に行わ
れている。

肯定的な回答の割合が総計で98.6%と非常に高い数値が得られている。
対象差・認識差ともに少なく，前年度同様高い水準である。今年度は，
運動部・文化部ともに例年よりも数多くの好成績を残しており，本校の
特色である部活動が質的にも高まってきた成果であると考える。

継続して生徒が主体的かつ積極的に部活動に取り組める環境づくりに努める。部
活動は本校の大きな特色であり，周囲からの期待度も高いため，自覚と責任を育
成する指導が必要である。一方で，学習と部活動との両立や学習時間の確保につ
いて部活動のあり方を検討する余地がある。

②

挨拶やマナーなどの
基本的生活習慣の確
立に関する指導が行
われている。

肯定的な回答の割合が，生徒96.1%，保護者95.7%，教職員97.0%と
いう結果であり，基本的生活習慣の確立に関する指導については，ほぼ
徹底できている。特に挨拶については，学校生活のあらゆる場面を通じ
てその雰囲気づくりを行っており，その成果が浸透してきたと考えられ
る。しかし一方で，校外でのマナーの悪さに対する苦情なども少なから
ずあり，校内外を問わず基本的な姿勢を育むための啓発が必要である。

今後も引き続き，自然に挨拶を交わすことのできる雰囲気を全体を通じて形成し
ていくことが重要である。その中で，基本的生活習慣に関する1人1人の意識の高
揚に繋げていきたいと考える。また，マナーの確立に関してはHRや集会，部活動
等を通じて継続的に啓発活動を行うとともに，地域のボランティア活動等の機会
を増やし，外部や社会全体に目を向けさせることでより広い視野を育む指導を模
索していきたい。

③
進路目標の明確化に
向けた適切な指導が
行われている。

肯定的な意見が，生徒８５％，保護者８０％，教職員８１％という結果
になっており，良好な結果ではある，しかし，それぞれの立場で求めて
いるものが違うのではないかとの感覚もある。

引き続き，総合的な学習の時間を中心にしながら，学校全体として進路指導を行
う雰囲気作りをしていかなければならない。生徒が求めるもの，保護者が求める
ものを明確にしながら，その上で学校として出来ることを協力しながらやってい
きたい。

改善策
「よく出来ている」＋「大体出来ている」

①

学 ぶ 意 欲 を 引 き 出
し，学力を身に付け
られるような授業が
行われている。

肯定的な回答である「よく出来ている」と「大体出来ている」を合わせ
た割合が，教職員が８2．0％（昨年度86．9％），保護者が77．1％
（昨年度80．7％），生徒が７2．3％（昨年度77．2％）となり，教
職員・保護者・生徒ともに昨年度より低下している。生徒の実態に応じ
た「わかる授業」への学校全体としての取り組みやアクティブラーニン
グの理解が教職員に浸透しつつあるが，下位層の基礎学力の定着には
至っていない（欠点数の異例の多さが示している）。

例年と同様に，基礎学力を身に付ける段階である1年次では，学習上でのつまずき
を防ぐ観点から国語・数学・英語の３教科で習熟度別または少人数クラスでの授
業を行っていく。授業以外でも，考査前学習会，個人への添削指導，担任による
複数回の面談の実施等，個に対応した指導を行っていく。アクティブラーニング
を取り入れた授業の継続とともに，今後は観点別評価について研究を深め，それ
を考査等にも反映させていきたい。

保護者 各位

平成29年度 学校評価アンケート結果の分析と改善策について

今年度の学校評価に多数のご協力をいただき感謝申し上げます。以下のとおり集計結果をご報告いたします。
利府高をさらに良い学校へ，また活気溢れる学校にしていこうという生徒・保護者の皆様の思いや期待に添えるよう取り組んで参ります。
今後ともご理解とご協力を賜りますようお願いいたします。

なお，集計結果（実現度調査）の詳細については，本校ホームページ[http://rifu-h.myswan.ne.jp/html6_etc/evaluated.html]をご覧ください。

実施日：平成２９年１１月１日（水）
回収日：平成２９年１１月１４日（火）
対 象：生徒（回答数802名 回答率98.3％），保護者（回答数793名 回答率97.2％），教職員（67名）

「よく出来ている」，「大体出来ている」，「あまり出来ていない」，「出来ていない」の４段階による評価

アイコン表記のルール ：80% 以上 ：60～79% ：40～59% ：40% 未満 ：10% 以上 ：0～9% ：0% 未満

実現度調査 質問項目
良好ととらえている割合

前年度比 分析



生 徒 66% -8%

保護者 66% -5%

教職員 37% 1%

生 徒 68% -6%

保護者 62% -4%

教職員 36% -7%

生 徒 79% -7%

保護者 76% -2%

教職員 67% -7%

生 徒 83% -4%

保護者 75% -4%

教職員 78% -1%

生 徒 78% -2%

保護者 70% -3%

教職員 81% 6%

生 徒 79% -5%

保護者 89% -1%

教職員 90% -5%

生 徒 62% -3%

保護者 68% -2%

教職員 72% -10%

生 徒 78% -6%

保護者 81% -4%

教職員 84% -3%

生 徒 － －

保護者 79% -5%

教職員 90% -3%

生 徒 82% -4%

保護者 81% -2%

生 徒 76% -6%

保護者 68% -1%

生 徒 86% -2%

保護者 80% -7%

生 徒 84% -2%

保護者 78% -4%

生 徒 76% -12%

保護者 80% -11%

生 徒 73% -15%

保護者 79% 5%

①

放課後や夏季休業中の課外
講習を計画的に実施するこ
とにより，恒常的な学習習
慣を確立させる。

肯定的意見が生徒で75.8％，保護者で79.7％であり，いずれも80％に
近い数値となっているが，前年度と比べて生徒は12.2％，保護者は
11％下がっている。今年度はセンター受験者に焦点を絞って課題講習
を募集・実施したため，統計内に項目対象生徒が少なかったことも数値
が下がった要因だと考える。

対象生徒の絞り込みによって実施に関する数値は変動するので，数値が低下した
からといって悪くなったとは一概にはいえない。改善出来る点としては，課外講
習にあてる時間をしっかりと確保することに尽きるが，部活動との兼ね合いもあ
るので，現状の実施で良いと思われる。

②

希望する進路に応じたガイ
ダンスや学習会を実施し，
より明確な目標と学習計画
が立てられるような指導が
行われている。

肯定的意見が生徒で73.1％，保護者で79.0％であり，いずれも前年と
比較して数値を下げている。今年度は総合的な学習の時間に「進路研
究」として進路別・個別対応可能な時間を設定して指導を行っており，
前期までは成果を上げていた。後期に入って進路決定者が増えてきたた
め，個別に対応出来ていると判断する生徒が減少したため，このような
数値になったものと思われる。

「ガイダンス」等の全体指導が多ければ多いほど，指導の印象は強くなる。今年
度は，初めから「希望進路別」の指導が出来るように，「進路研究」の時間を多
めに取って指導した。その結果，指導されている場面と自分で進めなければなら
ない場面が生じることとなり，進路意識が低く，自ら考えて進めない生徒は満足
度の低い結果になったと考えられる。よって，改善すべきはシステムではなく，
意識の部分ではないかと考える。

実現度調査の分析と改善策【３年次】

実現度調査 質問項目
良好ととらえている割合

前年度比 分析 改善策
「よく出来ている」＋「大体出来ている」

①

一日総合大学をとおして，
実際の大学等の講義を体験
し，進路選択についての意
識を高める指導が行われて
いる。

生徒の86％が肯定的な意見であった。「進路選択の参考になった」と
感じている生徒が多く，有意義な行事の1つとなっている。保護者は
80％が肯定的意見と生徒と比べれば，若干少なくなってはいるが，こ
れは生徒対象の行事であり，その効果を直接感じることができなかった
ためだと思う。

例年，肯定的意見の割合が多い質問項目であり，2年次の進路行事として軌道に
乗っており，大きな変更は必要ないと感じている。生徒が興味・関心をもつ分
野・内容の講義をより多く設定することができれば，より教育効果は高まるもの
と思われる。

②

自学自習の習慣を定着させ
るため，週末課題と家庭学
習時間調査の実施が継続的
に行われている。

生徒の84％，保護者の78％が肯定的意見である。昨年度の１年次の②
は生徒の82％，保護者の69％が肯定的意見であり，保護者の肯定的意
見の増加が目立つ。週末課題に取り組むことが習慣化し，家庭で学習す
る生徒が増加したためだと考える。

週末課題を家庭で行う習慣は身に付いてきたようだが，まだ「やらされている」
学習であり，自主的な学習ではないとの意見が年次内にある。進路指導と絡めな
がら，学習意欲を喚起し，自学自習の習慣を定着させていきたい。

実現度調査の分析と改善策【２年次】

実現度調査 質問項目
良好ととらえている割合

前年度比 分析 改善策
「よく出来ている」＋「大体出来ている」

①

体験学習（オープンキャン
パス参加）をとおして，学
問研究の場に直接触れるこ
とにより，大学で学ぶ意義
について学習し，進路に対
する視野を広げる指導が行
われている。

生徒，保護者の8割ができていると回答しており，行事の意義は理解さ
れていると思われる。

生徒の実態に合った大学見学であればなおいっそう生徒の進路意識が向上すると
思われる。

②

継続的に週末課題と家庭学
習時間調査を実施すること
により，家庭学習の習慣化
が図られている。

生徒の8割弱ができていると回答しており，家庭学習の時間は身につき
つつあると感じられる。

実態としては，週末課題の提出状況が著しく悪い生徒も見られ,また第2回目のス
タディサポートの結果では全体の家庭学習時間は平日30分にも満たない。休日も
1時間20分程度なのでなお一層確保させるよう促したい。

実現度調査 質問項目
良好ととらえている割合

前年度比 分析 改善策
「よく出来ている」＋「大体出来ている」

㉒
ＰＴＡや同窓会活動
の 充 実 に 努 め て い
る。

「よく出来ている」と「大体出来ている」の割合は，保護者は７９％，
教職員は9０％になっている。ＰＴＡや同窓会活動について，行事の案
内や報告を行っていることがある程度評価されている。一方で保護者の
約２割が，「あまり出来ていない」「出来ていない」と評価している。
一般会員にはＰＴＡ行事の案内があまり周知されていないことや，ＰＴ
Ａ行事への関心が低いことが原因ではないかと分析する。

ＰＴＡ行事の参加案内や活動報告を継続していく。特にＰＴＡ総会について，各
分掌と連携しながら内容の充実を図り，出席者が増加するように努める。ＰＴＡ
会員研修や環境整備活動についても，参加者が増加するように更に広報活動を継
続していきたい。ＰＴＡ活動が充実するように，一般会員の理解を得ながら取り
組んでいきたい。

実現度調査の分析と改善策【１年次】

㉑
衛生管理を徹底し，
生徒の健康の保持増
進に努めている。

肯定的意見が生徒７８％，保護者８１％，教職員8４％とおおむね取り
組みは評価されている。生徒の健康の保持増進は先生方の日頃のご指導
によるところが大きく，各クラスや部活動で，きめ細やかに配慮されて
いるものと考えられる。

保健だよりで定期的に情報発信はしているが，今後はメール配信システムを活用
するなど積極的に情報や取り組みを発信するよう努めたい。感染症予防について
は，石鹸や手指消毒液の補充，マスクの提供などを今後も継続させていきたい。

⑲
全校清掃，校内外の
美化活動を実践して
いる。

肯定的な意見が保護者８９％，教員９０％といずれも高い割合となって
おり，校内美化･清掃について一定の評価をいただいた。しかし， 生徒
の肯定的な意見が７９％でありやや下がっている。今後，生徒との認識
の差を埋められるようにできる限り努める。

全体で肯定的意見が多かったことは喜ばしい。先生方にはご苦労をおかけしてい
るが，環境美化は日常清掃の徹底が重要である。監督の先生方の指導と生徒の頑
張りを今後もお願いしたい。一方校舎内外の老朽化に伴い，掃除をしてもきれい
にならないという声もある。予算等の問題もあるがトイレ清掃など業者による清
掃をしていただいたり，場合によっては校舎の改築や修築も必要になってくると
考える。

⑳

「人の集まる図書館
づくり」に努め，学
習センターとしての
機 能 が 充 実 し て い
る。

肯定的な意見は保護者68％，教員72％，生徒６２％と概ね取り組みが
評価されている。しかし，教職員と生徒で１０％の開きがある。図書館
だよりや，進路向け新書一覧などを掲示したり，各教科からの希望図書
の整備などを実施してきたが，評価は伸び悩んでいる。今後，生徒との
認識の差を埋められるよう努力する。

進路に関する本の冊子をクラスごとに配置したり，読みやすい本の選定を心がけ
ている。また，ＬＨＲで読書会を実施するなど，本を読む機会を増やすなどして
きた。休み時間や放課後の自習利用などもあるが，生徒が集まるという点に於い
て，まだまだと捉えられているように感じた。今後は生徒だけでなく，教職員に
対しても，より良い図書館になるような工夫をしていきたい。

⑰
「総合的な学習の時
間」における進路指
導が充実している。

肯定的な回答である「よく出来ている」と「大体出来ている」を合わ
せた数値については，教職員が７８％，保護者が７５％，生徒が８３％
となっている。総合学習の時間を通して，生徒がどのような気づきが出
来たのかも見ていきたい。

分析欄にも記載したが，総合的な学習の時間を通して，生徒自身が自らの進路を
考えるきっかけ（気づき）があったかを今後は調査していき，より良い総合的な
学習の時間を計画していきたい。

⑱
個に応じた適切な進
路指導が行われてい
る。

肯定的な回答である「よく出来ている」と「大体出来ている」を合わ
せた数値については，教職員が８１％，保護者が７０％，生徒が７８％
となっている。生徒・保護者と教職員の間で「個に応じた進路指導」と
いう言葉に認識の差があるように感じている。

１・２年では「個に応じた進路指導」というよりは，様々なきっかけ（気づき）
を与えながら，自ら進路を主体的に決定できるように指導をしている。３年次で
は，生徒各々の進路希望に合わせて進路指導は出来ていると思うので，今後も継
続できるようにしていきたい。

⑮
進学先の学業に対応
できる学力を養成し
ている。

肯定的な回答である「よくできている」と「大体できている」を合わせ
た割合について，保護者６２．０％（昨年度６６.３％），生徒６８．
２％（昨年度７４．２％），教職員が３５．８％（昨年度４２.６％）と
すべて昨年度より下がっている。また，例年と同様に全質問中で最も生
徒・保護者と教職員の差が大きかった。この意識のずれは，教員が進学
先で必要と考えているレベルの学力と生徒の実際の学力および学習への
取り組み状況に大きな差があることを示している。また，推薦・AO入
試利用者が増加し，一般受験をする生徒が少ないことも影響している。

授業では生徒に主体的に学ぶ姿勢を身につけさせ，基礎学力の定着を図っていき
たい。また，課題や小テストなどをうまく組み合わせて学習内容を確実に定着さ
せるとともに，成績上位層には発展的な内容についても積極的に取り組ませた
い。
進路指導部と連携，協力を図り，１・２年次からの啓蒙的な学習指導と進路指導
を実施したい。また，教職員の研修会等を利用しながら，新しい入試制度を念頭
に置いた学習指導の研究を進めたい。

⑯

３年間を見通した計
画的・継続的な進路
指導体制が確立され
ている。

肯定的な回答である「よく出来ている」と「大体出来ている」を合わ
せた数値については，教職員が６７％に対し，保護者が７６％，生徒が
７９％となっている。総合学習で行っていることの目的・意義について
情報発信を通して教職員と生徒・保護者の間で求めているものの差が出
てきているのかもしれない。

教職員の評価が低いと言うことは，学校側が生徒に伝えられていないということ
でもあるので，本来であれば，生徒・保護者の評価も下がってよい結果である。
今後，学校側で意識の共有を図り，継続的な進路指導が学校全体でできるように
していきたい。

改善策
「よく出来ている」＋「大体出来ている」

⑭
家庭学習を含めた自
主・自立的な学習態
度を育成している。

肯定的な回答である「よくできている」と「大体できている」を合わせ
た割合について，保護者６５．９%（昨年度７１.５％），生徒６６．２
（昨年度７３.７％）が下がっているが，教職員が３７．３（昨年度３
６.１％）はほぼ横ばいであった。また，例年と同様に生徒・保護者と教
職員の差は依然として大きいものがある。生徒・保護者は学習時間など
量的な観点から，教職員は提出された課題の質的な観点で判断している
結果とも言える。保護者，生徒の肯定的な回答が減ったことと考査にお
ける欠点数の多さは相関があると思われる。「自主・自立的な学習態
度」が満足できる段階には到達しておらず，下位層の基礎学力の定着に
課題が残る。

「予習→授業→復習」という学習サイクルを体験させるために各教科で実施して
いる学習オリエンテーションは形骸化している部分もある。１年次の転学者，退
学者の多さを考えると，学習オリエンテーションの抜本的な改革が必要かもしれ
ない（ただし，学校行事との関係も有り，他分掌との調整が必要である）。課題
や小テストなどを授業と連動した形にし，日々の学習習慣を確立させ基礎学力の
定着を図りたい。また，宿題や課題も，量的なものよりも，考える場面を必要と
する質的に充実した内容となるようにさらなる工夫をしていく必要がある。

実現度調査 質問項目
良好ととらえている割合

前年度比 分析


